
平
成
二
十
一
年
二
月
十
七
日
提
出

質

問

第

一

三

一

号

外
務
省
に
つ
い
て
の
各
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
対
す
る
同
省
の
対
応
ぶ
り
の
相
違
に
係
る
説
明
等
に
関
す
る
第
三
回

質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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外
務
省
に
つ
い
て
の
各
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
対
す
る
同
省
の
対
応
ぶ
り
の
相
違
に
係
る
説
明
等
に
関
す
る
第
三
回

質
問
主
意
書

こ
れ
ま
で
累
次
に
わ
た
り
質
問
主
意
書
で
取
り
上
げ
て
い
る
、
昨
年
十
月
二
十
一
日
発
売
の
週
刊
朝
日
に
、
「
麻
生
『
外

交
』
敗
れ
た
り
」
と
の
見
出
し
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
上
杉
隆
氏
の
論
文
（
以
下
、
「
上
杉
論
文
」
と
い

う
。
）
の
中
に
記
述
が
あ
る
、
�
米
国
の
対
北
朝
鮮
テ
ロ
指
定
解
除
に
係
る
齋
木
昭
隆
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
の
発
言
、
�
中
曽

根
弘
文
外
務
大
臣
に
係
る
外
務
省
幹
部
の
発
言
の
う
ち
の
�
と
、
起
訴
休
職
外
務
事
務
官
の
佐
藤
優
氏
が
、
雑
誌
や
著
書
で
い

わ
ゆ
る
「
ル
ー
ブ
ル
委
員
会
」
と
「
白
紙
領
収
書
」
に
つ
い
て
指
摘
（
以
下
、
「
佐
藤
氏
の
指
摘
」
と
い
う
。
）
し
て
い
る
こ

と
に
つ
き
、
外
務
省
が
右
の
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
「
確
認
が
と
れ
て
い
な
い
」
と
、
そ
の
事
実
を
明
確
に
否
定
し
て
い
な
い
一

方
で
、
「
上
杉
論
文
」
に
お
け
る
�
に
は
明
確
に
抗
議
を
し
、
「
佐
藤
氏
の
指
摘
」
に
は
何
の
抗
議
も
し
な
い
と
い
う
、
異
な

る
対
応
を
と
っ
て
い
る
。
右
に
つ
き
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
は
、
「
上
杉
論
文
」
に
お
け
る
�
が
週
刊
朝
日
と
い
う
媒
体
に
よ
り
広
く
世
間
一
般
で
読

ま
れ
た
こ
と
は
、
同
省
に
ど
の
様
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
認
識
し
て
い
る
か
、
右
は
外
務
省
と
い
う
組
織
並
び
に
、
現
在
、

過
去
を
問
わ
ず
、
同
省
に
勤
務
し
、
同
省
に
関
わ
っ
た
職
員
の
名
誉
、
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る

一



か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
『
影
響
』
及
び
『
外
務
省
と
い
う
組
織
並
び
に
、
現
在
、
過
去

を
問
わ
ず
、
同
省
に
勤
務
し
、
同
省
に
関
わ
っ
た
職
員
の
名
誉
、
尊
厳
』
に
は
様
々
な
解
釈
が
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
一
概

に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
外
務
省
と
し
て
そ
の
様
な
事
実
が
あ
っ
た

と
確
か
な
確
認
が
と
れ
て
い
な
い
こ
と
が
「
上
杉
論
文
」
に
お
け
る
�
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
外
務
省
に
ど
の
様

な
影
響
を
与
え
た
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
質
問
す
る
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
は
、
「
佐
藤
氏
の
指
摘
」
が
月
刊
現
代
等
の
媒
体
に
よ
り
広
く
世
間
一
般
で
読
ま
れ
た
こ

と
は
、
同
省
に
ど
の
様
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
認
識
し
て
い
る
か
、
右
は
外
務
省
と
い
う
組
織
並
び
に
、
現
在
、
過
去
を
問

わ
ず
、
同
省
に
勤
務
し
、
同
省
に
関
わ
っ
た
職
員
の
名
誉
、
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
と
問
う

た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
『
影
響
』
及
び
『
外
務
省
と
い
う
組
織
並
び
に
、
現
在
、
過
去
を
問
わ

ず
、
同
省
に
勤
務
し
、
同
省
に
関
わ
っ
た
職
員
の
名
誉
、
尊
厳
』
に
は
様
々
な
解
釈
が
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
外
務
省
と
し
て
そ
の
様
な
事
実
が
あ
っ
た
と
確
か

な
確
認
が
と
れ
て
い
な
い
こ
と
が
「
佐
藤
氏
の
指
摘
」
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
外
務
省
に
ど
の
様
な
影
響
を
与
え

た
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
質
問
す
る
。

二



右
質
問
す
る
。

三


